
人は古来より、身の回りにあるものや、自然の素材な
どで、生活に必要なものを作ったり、本能的に身辺を飾
ったり、何かに跡を残したりして自分なりに表現をくり
返してきました。
幼児も同じように、何らかの方法で自分の思いを表現

することを試み、開放感を味わったり、自己表現のよろ
こびを味わったりしながら成長していきます。
表現活動は、人間形成の上から、欠くことのできない

重要な意義をもっています。
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表現すること

幼児期の表現力は、いろいろな生活経験によっ
て急速に成長発達していきます。
花や動物に触れたり、積木や砂あそびをするこ
とで、形、色、質など感覚を通して認識します。
その感じ方は一人ひとり異っていますがそれぞ
れの感覚を大切にし、豊かな感情が育つように配
慮しなければならないと思います。

それらの素地を、幼児期にしっかり培っていき
たいものです。
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幼児期の表現力

◎インフルエンザウィルスは感染力が強い
◎急激に発病し、流行は爆発的に広がる
◎患者の鼻・のど、気道などの分泌物からの飛沫感染による
◎悪寒・頭痛・高熱（39～40℃）で発病する
（発病したあと2日を経過するまで出席停止）

◎病原体はSARSコロナウィルス
◎患者のせきを浴びたり、痰に直接触れたりすると感染する
◎潜伏期間2日～7日、最大10日（この間、感染力は弱い）
◎SARSコロナウィルスはエタノール（アルコール）や漂白剤等の消毒で死滅する
◎症状は38℃以上の発熱、せきまたは息切れの呼吸器症状

外出先から戻った時に手洗い・うがいを
行う。（SARSだけでなく、全ての感染症
に共通する予防法）

豊かな表現力を培うためには、豊かな環境的要素が必要です。環境で育つ
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人的・物的両面のよい環境が大切です。
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